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applicationof１-methylcyclopropeneandlow exygentreatmentsonlipidoxidationstability
andantiexidantpropertiesofavocadounderlowtemperaturestorage.園学研．１０．別２：
３１５．

３８．柴原裕介・下境由香・瀬古澤由彦・菅谷純子・弦間 洋 ２０１１：ジョイント仕立てしたニ
ホンナシ‘幸水’における光合成産物の動態-主幹部の間引き時期の影響．園学研．１０．別
２：３６８．

３９．林 久喜・櫻井美穂・菅原慶子 ２０１１：作期の違いがリビングマルチを導入した水稲生産
システムに及ぼす影響．農作業研究４６（別１）：３-４．京都市左京区京都大学．

４０．Panyadhira,M.,K.SugawaraandH.Hayashi２０１１:Theeffectoflivingmulchinapaddy
ricefieldonweedgrowthandriceproductivity.農作業研究４６（別１）：５-６．京都市左京区京
都大学．

４１．青柳秀紀 ２０１１：花粉とナノ微粒子の付着特性の解析．第５２回日本花粉学会大会．
４２．鈴木 彩・瀬古澤由彦・菅谷純子・弦間 洋 ２０１１：カキ‘平核無’幼果の受粉の有無に

よる落果波相の違いとへた・果肉のエチレン生成との関係．園芸学研究別冊１（園芸学会平
成２３年度春季大会）：６９．

４３．齋藤隆徳・藤井奈加子・瀬古澤由彦・菅谷純子・弦間 洋 ２０１１：モモせん孔細菌病
（Xanthomonascampestrispv.pruni）に対するモモ由来香気成分およびその前駆体・青酸配糖
体の影響．園芸学研究第１０巻 別冊１（園芸学会平成２３年度春季大会）：１００．

４４．藤井奈加子・ 瀬古澤由彦・菅谷純子・弦間 洋 ２０１１：フェイジョア果実の追熟に伴う
安息香酸メチルとエチレン生成．園芸学研究第１０巻 別冊１（園芸学会平成２３年度春季大
会）：３４４．

４５．斎藤岳士・有泉 亨・浅水恵理香・山崎由紀子・溝口 剛・福田直也・松倉千昭・青木
考・江面 浩 ２０１１：ナショナルバイオリソースプロジェクト「トマト」：矮性品種‘Micro-
Tom’を基盤としたリソース整備と変異体探索データベース“TomaToma”の構築．園芸学会
雑誌 １０別１：３６１．

４６．牧野謙太・七夕高也・松岡瑞樹・松倉千昭・江面 浩・福田直也 ２０１１：デジタル画像情
報を基にしたトマトの植物体ならびに群落の構造解析．園芸学会雑誌 １０別１：３６５．

４７．塚本敦子・平井正良・三位正洋・秋廣高志・Olsen・E.Jorunn・江面 浩・福田直也
２０１１：光質がペチュニアの花成関連遺伝子の発現に及ぼす影響．園芸学会雑誌 １０別１：
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２２０．
４８．吉田岳朗・軸丸祐介・神谷勇治・西島隆明・江面 浩・福田直也 ２０１１：青色および赤色
LED光下のペチュニアにおける光形態形成および植物ホルモンの動態．園芸学会雑誌 １０
別１：４４５．

４９．福田直也・水戸千穂・金坂直之・関口耕介・奥島里美・佐瀬勘紀 ２０１１：各種LED光源
による終夜照明処理が数種葉菜類の生育ならびに品質に及ぼす影響．園芸学会雑誌 １０別
２：４６５．

５０．赤迫春菜・清水和哉・李 潔明・内海真生・杉浦則夫 ２０１１：生物学的処理法における
microcystin分解活性および分解酵素遺伝子の挙動解析．日本水処理生物学会 第４８回大会

（びわこ・くさつ大会）別巻 第３１号：２２．
５１．YuGao,MotooUtsumi,KazuyaShimizu,NorioSugiura２０１１:ApplicationofaNew
ElectrolysiscelltoToxicCyanobacteriaInhibitioninWaterEnvironment.JapaneseSociety

ofWaterTreatmentBiology４６thannualconference(Biwako,Kusatsu)specialissue３１:７０.

Ⅳ．博士論文

生命環境科学研究科
Sultana,Razia Phytoremediationofbarnyardgrassandriceforarsenic-contaminatedsoil.

GaoYu Studyondecompositionoftoxicsubstance,microcystinfrom Microcystis

aeruginosaunderelectrochemicalcondition（Microcystisaeruginosa由来産
生毒性物質，microcystinの電気化学的分解に関する研究）

Ⅴ．修士論文

生命環境科学研究科
田口雄大 湛水点播水稲の生育、収量および耐倒伏性に及ぼす播種直径の影響
牧野光伸 高温登熟下における米品質低下に及ぼす窒素施肥の影響
石井寿樹 水分ストレス下におけるキャッサバ・キャノピーの分光反射特性に関する

基礎的研究
窪田直也 イヌビエによるNiおよびZn複合汚染土壌の修復
村上 彩 キク科雑草ハルジオンに含まれる他感物質の土壌中における分布と作用発現
山村 望 熱帯性雑草ツノアイアシの土壌中における他感物質の分布と作用発現
SouyasakChayavong A CaseStudyontheImprovementofLocalPigProductioninSopchia

Cluster,PhonexayDistrict,LouangprabangProvinceinLaos（ラオス国の
ルァンプラバン地方ポネクセ地区ソプキア・クラスターにおける養豚生産
の改善に関する事例研究）

藤井奈加子 南米原産果樹フェイジョア果実の揮発性物質の変化とその特性評価
片庭雅子 リンゴ日焼け果の発生要因の解析とアブシジン酸含有肥料の散布による軽

減効果
戸崎愛優 ニホンナシ‘豊水’の果皮障害“黒点症”（仮称）の発生機構について
鈴木 彩 カキ‘平核無’の生理落果－受粉の有無による落果波相の違いとエチレン

の機能性
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齋藤隆徳 モモ香気成分の樹上における分析とモモせん孔細菌病の生育に与える影響
正山裕美 光条件がブドウ‘巨峰’果皮のアントシアニン蓄積に与える影響
比屋根篤 パッションフルーツ直立型花の結実不良の要因解析
S.Khawkomol ANP ModelingtoIntroduceBiomassEnergyPlantinRuralAreasof

Thailand

松岡瑞樹 各種栽培管理条件下におけるトマト品種‘麗容’と‘レバンソ’の生育な
らびに光合成に関する解析

吉田岳朗 青色ならびに赤色LED下で栽培したペチュニアにおける光形態形成と数
種植物ホルモンに関する研究

牧野謙太 デジタル画像を基にしたトマトの植物体ならびに群落の構造解析
塚本敦子 赤色及び青色LED光がペチュニアの花成関連遺伝子の発現に及ぼす影響

数理物質科学研究科
下家祐人 果実用モバイルMRIの開発と梨果実緩和時間の縦断的計測

Ⅵ．卒業研究

生物資源学類
内田裕士 PBS（－）法を用いたニワトリ５，７および９日胚からのGGCs回収に関す

る研究
服部徹也 アニマルウェルフェアの改善を目的とした搾乳牛の左右指向性に関する研究
吉村 望 特徴ある乳製品開発における乳酸菌の乳発酵特性評価
松﨑誠司 茎葉比率の異なる飼料イネ品種のホールクロップサイレージ品質に及ぼす

栽植密度の影響
櫻井大樹 堆肥施用がイネの成長，収量および品質に及ぼす影響の解析
橋本奈々 サクラソウ（Primulasieboldii）の花弁色素の変異の解析
以西史織 北方原産ハスカップ品種の機能性成分と抗酸化活性の評価
掛澤侑希 ブドウ‘巨峰’果皮の着色とアントシアニン蓄積に対するLED照射の影響
櫻井美穂 リビングマルチを用いた新たな水稲栽培システムの構築に関する研究
沼 秀樹 モモ果実の生育段階・品種間・環境応答における揮発性成分の差異
青木有紀 モモの芽におけるABA生合成遺伝子の発現様式とその制御に関する研究
松永実咲 低温遭遇条件がニホンナシの開花異常の発生に与える影響
中根真理 不織布ポットを用いた根域制限処理がパッションフルーツの養液土耕栽培

に及ぼす影響
清水幸祐 ジョイント仕立てスモモ樹における花芽形成の形態学的調査
佐藤和貴 花芽形成に関与する植物ホルモンの蛍光HPLC分析
加藤 綾 モモ‘日川白鳳’のシアナミド処理における収穫までの生育速度と果実品

質の変化
安久絵里子 エネルギーの便益にもとづくバイオ燃料生産のシステム設計
関口耕介 発光ダイオード（LED）による終夜照明が数種葉菜類の生育に及ぼす影響
瀬名波千裕 赤色ならびに青色LED下で栽培したペチュニアの草姿と花成にCPPU処

理が及ぼす影響
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